
 

３年生の皆さん、地区総体お疲れ様でした！部活動で学んだことをこれからの学校生活に活かそう！ 
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★松井秀喜選手の｢人の悪口を言ったことがない｣★ 

メジャーリーグで活躍し、国民栄誉賞に輝いた松井秀喜選手は、なんと中学２年生の頃か

ら人の悪口を言ったことがないという。テレビに映し出された松井選手の映像を目で追いな

がら、私は一瞬耳を疑った。「悪口を言わない。」そんな人もいたのかと。そこに、常に自

己練磨する松井選手の姿を思わずにはいられない。人の悪口を言わない、その生き方の根本

にあるものを私なりに考えてみた。 

 

① 人のことを悪く言わない！ 

 ② 人のことを悪く言えない！ 

  「人を安易に非難できるほど自分はできていると言えるのか。すべては自分の  

足もとにある。」 

 ③ 人のことを悪く言う必要などない！ 

  「中学２ 年生の時期から自分を律してきた松井選手。思春期に揺れる最も多 

感な時期にありながら、彼の心はどれほど高いものを見つめていたことだろう。 

越えるべきは自分である。」 

 

松井選手の心の中に、常にこういった思いがあるとするのなら、彼が悪口を言わない生き

方をしてきた理由が納得できる。 

 さて日常の生活において、自分の思い通りにならないことに腹を立てたり、イライラした

り人のせいにしたり、人に嫌なことを言ったり、傷つけたり・・・。そういったことに心を

すり減らしてはいないだろうか。時として、どうしようもないくらいムシャクシャとし、つ

い相手のことを傷つけてしまうような悪口を言うようなことは誰しもあることである。しか

し、それが日常であってはならない。それは、あまりにもむなしいことである。人を傷つけ

ることばかりに気持ちを傾け、不平不満ばかりを口にするような生き方をしているとそれが

おのずと顔に出る。本当の意味で格好よくも、美しくもなれない。逆に気持ちが前向きで向

上心に燃えている人は、自然と人の心をひき付けるものである。その姿は凛然として美しい。 

 皆さんは、自分に納得できる生き方をしているだろうか。目標を持ち、前を向き、明るい

気持ちで毎日を過ごしているだろうか。人に温かい気持ちで接しているだろうか。周りに寂

しい思いをしている人はいないだろうか。（寂しい思いをしている人のそばに、気持ちを寄

せることのできる人が本当に優しい人であり、強い人である。そういう人になりたいもので

す。）とかく自分のことで精一杯の毎日、それでも、人は多くの人に支えられな

がら生きている。そろそろ周りに目を向け、生きる心の余裕を持ちたいもので

ある。自分のことはもちろんのこと、周りの人や、友達を大事にできる人であっ

て欲しいと思う。人と人との心のすれ違いの多いこの時代にあって、松井選手

が志した生き方に私は感銘を受ける。「悪口を言わない生き方」を単なる美談

として片付けるのではなく、常に自分を律し、前向きに生きる松井選手の生き

方に及びはしないが、一人の人間として見習いたいと思う。 



 


